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また、新プラン策定の参考とするため、県が力を入れるべき取組等に関する意見
募集を行った結果、意見の中で上位を占めているのは、仕事や結婚・出産・子育て
に関する項目であった。

監査対象とした施策と方向性

４．秋田の目指す将来の姿
県が目指しているのは、「高質な田舎」の実現である。高質な田舎を実現するた

めには、まずは最重要課題である人口減少問題を克服し、将来にわたって持続的に
発展していく必要がある。

県は、「概ね10年後の姿」として、

l 個性が尊重され一人ひとりが活躍する姿
l 産業競争力が強化され交流が活発な姿
l 安全・安心が確保されている姿

を描いていて、その実現に向けた4年後の秋田の姿を表す定性的な目標として、
「四つの元気」を創造するとしている。

新プランの構成の図表にもある「四つの元気」は以下のとおりである。

新プランの策定に関する意見（上位３項目）



17

l 強靱化…しなやかな強さがある秋田
l 持続可能性…将来にわたり安心して暮らせる秋田
l 存在感…日本の成長に貢献する秋田
l 多様性…誰もが生き生きと活躍できる秋田

県は、目指すべき将来人口としては、秋田県人口ビジョン（2022年3月改訂）に
おいて、2040年に「国民の希望出生率1.8」と「2040年以降の転入・転出の均衡」
等を仮定値として設定し推計した人口である、「2065年：約51万人」としている。

新プランは、上記の「目指すべき将来人口」を実現するための〝新たな一歩″で
あり、若年女性の県内定着の促進など、あらゆる施策を総動員しながら、社会減・
自然減の抑制に向けた4年間の歩みを着実に進めていくこととしている。

第４ 監査対象とした重点戦略

１．監査対象の抽出プロセス
新プランでは、以下の６つの重点戦略を掲げ、取組を推進している。

戦略1 産業・雇用戦略
戦略2 農林水産戦略
戦略3 観光・交流戦略
戦略4 未来創造・地域社会戦略
戦略5 健康・医療・福祉戦略
戦略6 教育・人づくり戦略

今回の監査では、秋田県の人口減少問題をテーマに取り上げているため、上記の
戦略のうち人口減少対策を担っている、あきた未来創造部所管の戦略である「戦略
4 未来創造・地域社会戦略」及び「戦略6 教育・人づくり戦略」に焦点を当てて
監査を実施した。

２．対象とした戦略の概要
(ア) 戦略 4 未来創造・地域社会戦略について

戦略4のねらいは、社会減と自然減の抑制に向けた取組を加速するとともに、県
民誰もが将来にわたって生き生きと暮らせる社会をつくることにある。

戦略4が目指す〝4年後″の姿として、県は６つの「目指す姿」を掲げているが、
その中で監査の対象とした目指す姿と、その施策の方向性は、次のとおりである。
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【目指す姿1 新たな人の流れの創出】
若者等の活気あふれる秋田の実現につながる新たな人の流れの創出を目指す。

＜施策の方向性＞
４−１−１ 首都圏等からの移住の促進（監査対象）
４−１−２ 人材誘致の推進と関係人口の拡大（監査対象）
４−１−３ 若者の県内定着・回帰の促進（監査対象）

【目指す姿2 結婚・出産・子育ての希望がかなう社会の実現】
結婚・出産・子育てに関する不安が解消され、結婚し、子どもを持ちたいと願う

全ての県民が安心して出産・子育てできる社会の実現を目指す。

＜施策の方向性＞
４−２−１ 結婚・出産・子育てを前向きに捉える気運の醸成
４−２−２ 出会い・結婚への支援
４−２−３ 安心して出産できる環境づくり
４−２−４ 安心して子育てできる体制の充実（監査対象）

【目指す姿3 女性・若者が活躍できる社会の実現】
女性や若者が、様々な分野において、その個性と能力を十分に発揮できる社会の

実現を目指す。

＜施策の方向性＞
４−３−１ 男女共同参画の推進
４−３−２ あらゆる分野における女性の活躍の推進（監査対象）
４−３−３ 若者のチャレンジへの支援

(イ) 戦略 6 教育・人づくり戦略について
戦略6のねらいは、県教育の基本である「ふるさと教育」を一層推進しながら、

心豊かで郷土愛に満ち、高い志と公共の精神を持って未来を力強く切り拓く人づく
りに取り組むことにある。

戦略６が目指す“４年後の姿”として、県は６つの「目指す姿」を掲げている。人
口減少問題の解決という観点から、あきた未来創造部が取り組んでいる中で、監査
の対象とした目指す姿及びその施策の方向性は、次のとおりである。
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【目指す姿5 地域社会の活性化と産業振興に資する高等教育機関の機能の強化】
高等教育機関が、地域ニーズを踏まえた教育・研究や社会貢献活動を通じて、地

域社会の課題の解決や持続的な発展に貢献するとともに、輩出した多数の優秀な人
材があらゆる分野で活躍することを目指す。

＜施策の方向性＞
６−５−１ 多様な資源を活用した教育・研究・社会貢献活動の促進（監査対象）
６−５−２ 次代を担う学生の確保と人材育成への支援（監査対象）
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化

に
対

応
し

た
教

育
研

究
活

動
へ

の
支

援
  

 
・

秋
田

県
立
大

学
、

国
際

教
養

大
学

へ
の

運
営

に
要

す
る

経
費

の
交

付
 ・

秋
田

県
立
大

学
ア

グ
リ

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
の

研
究

・
人

材
育

成
・

施
設

整
備

等
に

対
す

る
助

成

⑵
次
代
を
担
う
学
生
の
確
保
と
人
材
育
成
へ
の
支
援

（
28
0,
70
2千

円
）

  
○

県
内
産
業
の
即
戦
力
と
な
る
人
材
育
成
へ
の
支
援

⑴
空

き
家

対
策

の
推

進
（

13
,4

58
千

円
）

新
 空

き
家
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
(仮

称
)の

設
置
に
向
け
た
体
制
整
備
 

・
市

町
村

や
関

係
団
体

と
連

携
し

た
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
相

談
体

制
の

検
討

や
空

き
家

相
談

会
の

試
行

・
市

町
村

空
き

家
バ
ン

ク
を

統
合

し
た

「
秋

田
県

版
空

き
家

バ
ン

ク
」

の
検

討
 

⑴
 各

地
域

振
興

局
に

よ
る

地
域

施
策

の
推

進
(
58

,
50

0千
円

)

 
・
各

地
域

振
興

局
が

地
域

の
実

情
を

踏
ま

え
、

地
域

住
民

等
と

協
働

し
、

新
 プ

ラ
ン

推
進

に
向

け
た

取
組

を
主

体
的

に
実

施

戦
略

４
未

来
創

造
・

地
域

社
会

◆
新

た
な

人
の

流
れ

の
創

出

◆
結

婚
・

出
産

・
子

育
て

の
希

望
が

か
な

う
社

会
の

実
現

◆
女

性
・

若
者

が
活

躍
で

き
る

社
会

の
実

現

◆
変

革
す

る
時

代
に

対
応

し
た

地
域

社
会

の
構

築

戦
略

６
教

育
・

人
づ

く
り

 
◆

地
域

社
会

の
活

性
化

と
産

業
振

興
に

資
す

る
高

等
教

育
機

関
の

機
能

の
強

化
基

本
政

策
２

生
活

環
境

 
◆

快
適

で
暮

ら
し

や
す

い
生

活
の

実
現

地
域

振
興

局
の

取
組


